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　協賛会社のショウワノート（ベルマーク番号 53）が実
施した「第 52回ベルマークキャンペーン」の表彰校が
決まりました。同社のマークを 1年間に 3000 点以上
集めた小学校が表彰されます。対象は 2025 年 1月 1日
から同年 12月 31日までに検収を終えたマークでした。
　全国の小学校の中で、ショウワノートのベルマークを
最も多く集めたのは広島県の尾道市立高須小学校でし
た。1万 3112 点を集め、全国 1位に輝きました。
　全国 1位になった高須小と、3000 点以上を集めて全
国 8ブロックで 3位以内になった小学校には、ショウ
ワノートから表彰状と百科事典などの記念品、学習帳が
贈呈されます。各ブロックで 4位以下でも、3000 点以

上集めた小学校には感謝状と学習帳が贈られます。
　なお、このキャンペーンの実施は今回が最後です。キャ
ンペーンは終わりますが、これからもショウワノートの
ベルマークを集めて、財団にお送りください。
　各ブロック 3位以上の表彰校は以下の通りです。
【全国】①尾道市立高須小（広島県）1万 3112 点
【北海道・東北】①宮城教育大学附属小（宮城県）4760 点
②札幌市立山の手南小（北海道）4748 点
【関東】①習志野市立谷津小（千葉県）1万110 点②市原市
立五井小（千葉県）6066 点③横浜市立東戸塚小（神奈川
県）5786 点
【東京】①東京学芸大学附属大泉小（東京都）4923 点

【北陸・甲信越】①黒部市立中央小（富山県）3781 点
【近畿】①大阪市立常盤小（大阪府）6206 点②四條畷学
園小（大阪府）5846 点③大阪教育大学附属天王寺小（大
阪府）4684 点
【中国・四国】①下関市立勝山小（山口県）4350 点
【九州・沖縄】①福岡教育大学附属小倉小（福岡県）1万
1497 点②久留米市立南小（福岡県）1万 347 点③那覇
市立小禄小（沖縄県）7740 点

　活動に参加してみて初めて分かった楽
しさを伝えようと、広報物づくりに取り
組んでいる学校があります。ベルマーク
便りコンクールで優秀賞を受賞したの
は、福岡県飯塚市の市立伊岐須小学校（岡
松賢吾校長、児童 440 人）です。
　今年度のベルマーク委員は 9人。コ
ンクールへの応募を決めた委員長の倉地
芳美さんは「もともと『何か活動をした
い』という気持ちがあり、あまり深い考
えはなくベルマークを選んでみたのが始
まり」でしたが、委員長になってから活
動に対する意識が高まったといいます。
　委員が集まるのは年 2 回。仕分け・
集計が終わると、委員長が送り状を記入
しますが、「合計点数を出してみたこと
で点数の変化に気付いたり、みんなの協

力が還元につながっているのを実感した
りと、感じることが増えました」と倉地
さん。「割戻寄付金受領書」をきっかけ
に、支援のしくみも知り、そのような内
容を伝えたいと考えて発行したのが「ベ
ルマークだより」です。

　お便りの左半分には運動のしくみや目
的を、右半分では昨年顕微鏡を買ったこ
とを載せました。教務で PTA 担当の森

方辰史先生からのコメントが、子どもた
ちの役に立っていることをより実感させ
てくれます。
　学校の要望を踏まえて決まった顕微鏡
の購入は大きなニュースでした。PTA新
聞でも大々的に取り上げようと考えたの
が広報委員長の宮下優子さんです。

　子どもたちの生き生きとした表情や、
保護者の笑顔の写真を多く使っていま

す。作成にあたっては「自分が見た場の
雰囲気をそのまま紙面に落とし込んだ」
そうです。
　ベルマーク活動について、倉地さんは
「やるまでは構えてしまうかもしれない。
でも実際に参加してみると楽しさを実感
できる」。宮下さんは「PTA 活動の楽し
さを私たちは『体験』してきた。それを
しっかり保護者の方に伝えたかった」と
語ります。共通しているのは「楽しさ」
というキーワード。応募作品から伝わる
明るい雰囲気の背景にあったのは、子ど
もたちに還元できる活動を楽しむ保護者
の姿でした。

　※先月号に続く「入賞校を訪ねて②」
は、来月発行する4月号に掲載予定です。

ベルマーク便りコンクール優秀賞の福岡・飯塚市立伊岐須小
活動の「楽しさ」をお便りに盛り込んで

第52回キャンペーン結果発表
ショウワノート、3000点以上集めた小学校を表彰

①活動日に集まった皆さん。先生方も一緒に　②ベルマーク委員長と副委員長で発送作業。「テトラパック、10kg超えました」　③置き場の看板を作ったことで、回収率が上がった
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